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令和6年（２０２4年）かかししははらら
９月定例会

９月３日～ 2６日開催

　今回は令和７年１０月３日～５日に「日本国はじまりの地から未
来へ～多様性を認め合う社会の実現を～」をテーマに奈良県で初め
て開催される「日本女性会議２０２５橿原」の実行委員の方へイン
タビューを行いました。

表 紙 紹 介



2かしはら市議会のいま　第 231号

本
会
議
で
審
議
し
た
内
容
・
結
果

もっと詳しく！議案番号 案件名 議決結果

条例 議第 54 号 橿原市議会個人情報の保護に関する条例の一部改正について 可決　全会一致

意見書 決 第 9 号 自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める意見書 可決　総員起立

議員提出議案議員提出議案

可決された意見書は関係機関に送付します。

市長提出議案市長提出議案

議案番号 案件名 議決結果

条例

議第 40 号 橿原市執行機関の附属機関に関する条例の一部改正について 可決　全会一致

議第 41 号 橿原市税条例の一部改正について 可決　全会一致

議第 42 号 橿原市税外債権管理条例等の一部改正について 可決　全会一致

議第 43 号 橿原市個人番号の利用に関する条例の一部改正について 可決　全会一致

議第 44 号 橿原市国民健康保険条例の一部改正について 可決　賛成多数

議第 45 号 橿原市斎場条例の一部改正について 可決　全会一致

議第 46 号 橿原市手数料徴収条例の一部改正について 可決　全会一致

一般

議第 47 号 奈良県広域水道企業団の設立に関する協議について 可決　賛成多数

議第 48 号 奈良広域水質検査センター組合規約の変更について 可決　賛成多数

議第 49 号 奈良広域水質検査センター組合の解散について 可決　賛成多数

議第 50 号 奈良広域水質検査センター組合の解散に伴う財産処分について 可決　賛成多数

議第 51 号 奈良県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 可決　賛成多数

予算
議第 52 号 令和６年度橿原市一般会計補正予算（第２号）について 可決　全会一致

議第 53 号 令和６年度橿原市介護保険特別会計補正予算（第１号）について 可決　全会一致

条例 議第 55 号 工事請負契約の締結について 可決　全会一致

会議の結果会議の結果

議員提出議案

市長提出議案

可決された
意見書

歳入　約 473 億 8,433 万円歳入　約 473 億 8,433 万円（前年度比　約 13 億 8,437 万円　減）（前年度比　約 13 億 8,437 万円　減）

歳出　約 461 億 2,416 万円歳出　約 461 億 2,416 万円（前年度比　約 5 億 7,476 万円　 減）（前年度比　約 5 億 7,476 万円　 減）

翌年度への繰り越し財源　約 10 億 122 万円翌年度への繰り越し財源　約 10 億 122 万円

令和５年度決算を認定

一般会計の歳入・歳出額の推移

令和 2 年度 令和 3 年度

450

500

550

600

令和 4 年度

歳入

歳出
487.6493.7

568.6

466.9464.7

554.9

（億円）

令和 5 年度

473.8

461.2
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賛否の分かれた議案　賛否の分かれた議案　（決議・意見書及び同意案件を除く）（決議・意見書及び同意案件を除く）

議
案
番
号

議
決
結
果

会派・議員名

公明党
自由民主党

如月
自由民主党

葵
一心

政研
かしはら

好きやねん
橿原・日本
維新の会

自由民主党
くちなし

無会派

大
北
か
ず
す
け

西
岡
次
郎

森
下
み
や
子

森
前
美
和

井
ノ
上　

剛

𠮷
川
ひ
ろ
お

谷
井　

宰

竹
田
の
ぶ
や

今
井
り
か

大
保
由
香
子

上
田
く
に
よ
し

松
尾
高
英

高
橋
圭
一

森
本
え
み

奥
田
英
人
（
議
長
）

細
川
佳
秀

竹
森　

衛

矢
追
も
と

樫
本
利
明

佐
藤
太
郎

う
す
い
卓
也

神
田
眞
美

議第 44 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議
長
の
た
め
議
決
に
加
わ
っ
て
い
ま
せ
ん

〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議第 47 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議第 48 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議第 49 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議第 50 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

議第 51 号 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

認第 1 号 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

認第 2 号 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

認第 3 号 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

認第 4 号 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

認第 6 号 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

認第 7 号 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

〇賛成　×反対　－欠席　 会派は令和６年 9 月２1 日現在

議案番号 案件名 議決結果

認定

認第１号 令和５年度橿原市一般会計歳入歳出決算認定について 認定　賛成多数

認第２号 令和５年度橿原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定　賛成多数

認第３号 令和５年度橿原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認定　賛成多数

認第４号 令和５年度橿原市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認定　賛成多数

認第５号 令和５年度橿原市共有財産処分特別会計歳入歳出決算認定について 認定　全会一致

認第６号 令和５年度橿原市上水道事業会計決算認定について 認定　賛成多数

認第７号 令和５年度橿原市下水道事業会計決算認定について 認定　賛成多数

報告

報第６号 令和５年度橿原市健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 報告

報第７号 令和５年度橿原市土地開発公社の経営状況の報告について 報告

報第８号
橿原市第４次総合計画の前期基本計画に係る令和５年度実施状況及び令和６年度
実施計画並びに第２期橿原市まち・ひと・しごと創生総合戦略に係る令和５年度
実施状況の報告について

報告

同意

同意第５号 教育委員会の委員任命につき同意を求めることについて 同意　全会一致

同意第 6 号 監査委員選任につき同意を求めることについて 同意　賛成多数

同意第 7 号 人権擁護委員の委員候補者の推薦について 同意　全会一致

同意第 8 号 教育長の任命につき同意を求めることについて 同意　賛成多数
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議第 44 号　橿原市国民健康保険条例の一部改正について

反 対 政府は２０２４年１２月１日で国民健康保険加入者に対する紙の保険証の廃止を打ち出しており、
これは国民の各種個人情報を一律管理するマイナンバーカードの取得強制につながる。また、紙の
保険証を残し、医療現場の混乱を防ぐべきであると考え、反対する。

無会派
（日本共産党）

議第 47 号　奈良県広域水道企業団の設立に関する協議について

議第 48 号　奈良広域水質検査センター組合規約の変更について

議第 49 号　奈良広域水質検査センター組合の解散について

議第 50 号　奈良広域水質検査センター組合の解散に伴う財産処分について

反対 県域水道一体化により、地方議会の議決が不要になり、住民の意見の反映の機会が制限され、住民
の財産である自己水源が失われるため、反対する。無会派

（日本共産党）

議第 51 号　奈良県後期高齢者医療広域連合規約の変更について

反対 ７５歳以上の高齢者が暮らしやすいように保険料の軽減を図り、混乱なく安心して医療機関を受診
できるようにすべきであり、今回の規約の変更には反対する。無会派

（日本共産党）

認第１号　令和５年度橿原市一般会計歳入歳出決算認定について

反対 新しい本庁舎は基本計画に基づいて、集約型の防災拠点にすべきである。また、福祉行政の要とし
て十分でない。住民の福祉の増進に努め、学校給食の無償化実現などに取り組み、コロナ対策、物
価高騰から市民の暮らし、個人事業主の営業を守る支援を進めることを提案し、反対する。

無会派
（日本共産党）

賛成 令和５年度歳入において、市税収入は堅調な推移が見られ、歳出においては、第２子以降の保育料
無償化や、子ども医療費助成の拡大など、子育てや教育環境の充実を中心とした施策を実行すると
ともに、将来を見据え、財政調整基金等への積立てを行うなど、財政健全化にも積極的に取り組み、
今後も本市の特性を生かした魅力あるまちづくりに向けて引き続き努力されることを願って、賛成
する。

自由民主党
葵

認第 2 号　令和５年度橿原市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

反対 国民健康保険税を負担できない人に対しては寄り添い、そして、減免の要綱を広げ、負担軽減を図
るというような、温かい地方自治体、そういう窓口であるように要望して、反対する。無会派

（日本共産党）
認第 3 号　令和５年度橿原市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

反対 年齢によって医療の在り方に格差をつけることは、民主主義の国家であってはならないことである。
誰もが１００歳を迎えるよう、医療機関を受診できるように、後期高齢医療制度は廃止以外にない
と申し上げて、反対する。

無会派
（日本共産党）

認第 4 号　令和５年度橿原市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について

反対 介護保険料の負担をしながら、いざというときに介護を受けられないというシステムは改めなけれ
ばならない。また、利用料の負担軽減の要綱を広げ、そして、支払いやすい介護保険料にすべきで
ある。介護の社会化を進めていくことを提案して、反対する。

無会派
（日本共産党）

認第 6 号　令和５年度橿原市上水道事業会計決算認定について

反対 将来、水道料金が上がることが考えられる県一体化に対しては参加すべきではなく、大きな災害が
起こったときの水の供給の問題も不安視される。また、公共料金には１０％の消費税率が課されて
おり、所得の少ない方ほど負担割合が大きくなることから、反対する。

無会派
（日本共産党）

認第 7 号　令和５年度橿原市下水道事業会計決算認定について

反対 公共料金には１０％の消費税率が課されており、所得の少ない方ほど負担割合が大きくなることか
ら、反対する。無会派

（日本共産党）

討 論討 論 （決議・意見書及び同意案件を除く）（決議・意見書及び同意案件を除く）
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令
和
５
年
度　

決
算
審
査

市の財政

橿原市の財政状況

将来負担比率 22.9%22.9%
過去の推移 (%)

令和元年度 56.6

令和 2 年度 53.1

令和 3 年度 38.3

令和 4 年度 27.0

将来の財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標。比率が低いほど、

将来負担の度合が少ないことになります。文字通り将来の負担の度合を

表すものであり、比率が高い場合は、将来、実質公債費比率が増大する

こと等により、財政運営上の問題が生じる確率が高くなります。

低いほど良い

借金の負担度合いを示す指標。

比率が低いほど、借金の負担が軽いことになります。

18%以上で借金（地方債の発行）をする際に県知事の許可が必要になり

ます。

実質公債費比率 3.9%3.9%
過去の推移 (%)

令和元年度 2.9(5.3)

令和 2 年度 2.3(3.9)

令和 3 年度 3.8(3.0)

令和 4 年度 3.9(3.3)

低いほど良い

適正水準は 70% ～ 80%

財政運営に余裕があるかを判断するための指標。

比率が低いほど、財政運営に余裕があり、自由（政策的）に使えるお金

が多くあることになります。適正水準は70%～80%と言われていますが、

現在は 80%を超えるところが多くなっています。

経常収支比率 92.1%92.1%
過去の推移 (%)

令和元年度 97.7

令和 2 年度 95.5

令和 3 年度 89.9

令和 4 年度 91.4

財政力指数 0.701 % 

1.0 に近いほど良い

財政力を示す指数。

「1.0」に近いほど財政力が強く「1.0」を超えるほど財源に余裕があるこ

とを示します。

※ (　) 内の数値は 3 か年平均値

過去の推移 (%)

令和元年度 0.718(0.718)

令和 2 年度 0.731(0.725)

令和 3 年度 0.692(0.714)

令和 4 年度 0.697(0.707)

（0.697 %） 

（3.8 %） 
※ (　) 内の数値は 3 か年平均値

もっと詳しく！

令和５年度の主な実施事業令和５年度の主な実施事業
   ①子ども医療費助成事業（医療費助成の年齢拡大、未就学児の医療費無償化）約３億２,748 万円
   ②小中学校長寿命化改良工事（老朽化した学校の再生）　　　　　　　　　　 約 7 億 4,790 万円
   ③公共交通事業促進業務（公共交通不便地域での乗合タクシー実証実験）　　     　  約 842 万円
   ④世界遺産登録推進関連事業（飛鳥・藤原の宮都とその関連資産群）　　　　　    約 3,299 万円
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

会議録

録画配信

問　
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

答　
令
和
７
年
度
１
月
末
ま
で
に
足
場
等

設
置
、
同
年
５
月
末
ま
で
に
待
合
棟
の
改

修
、
同
年
９
月
末
ま
で
に
葬
祭
場
棟
な
ど

の
解
体
、
同
年
12
月
末
ま
で
に
駐
車
場
の

整
備
、
令
和
９
年
３
月
ま
で
に
残
り
の
火

葬
炉
更
新
工
事
と
動
物
の
個
別
収
骨
が
可

能
な
仕
様
に
改
修
。

問　
全
国
的
に
は
、
特
に
都
市
部
で
火
葬

待
ち
が
起
き
て
い
る
状
況
が
あ
る
と
聞
く

が
、
橿
原
市
の
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、

改
修
工
事
に
際
し
て
見
込
み
は
ど
う
か
。

答　
現
在
、
市
営
斎
場
に
お
い
て
は
、
火

葬
待
ち
は
発
生
し
て
い
な
い
。
今
回
の
改

修
事
業
に
お
い
て
も
動
物
炉
１
炉
・
人
体

の
火
葬
炉
６
基
を
稼
働
可
能
な
状
態
に
し

な
が
ら
火
葬
炉
を
更
新
す
る
た
め
、
火
葬

待
ち
は
発
生
し
な
い
も
の
と
考
え
る
。

　
　

新
駅
及
び
新
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り

の
検
討
、
新
駅
周
辺
の
整
備
を
令
和
12

年
度
中
の
供
用
開
始
を
目
指
し
、
令
和

６
年
度
中
に
奈
良
県
、
橿
原
市
、
近
鉄

の
間
で
、
新
駅
及
び
新
駅
周
辺
の
整

備
に
関
す
る
費
用
負
担
割
合
や
役
割
分

担
、
新
駅
の
東
側
及
び
西
側
の
県
有
地

及
び
市
有
地
等
の
土
地
利
用
に
つ
い
て

を
議
論
し
、
協
定
の
締
結
を
目
指
す
。

　
　

新
駅
設
置
に
関
す
る
奈
良
県
、
橿

原
市
、
近
鉄
の
３
者
の
費
用
負
担
割
合

の
腹
案
は
あ
る
の
か
。

　
　

現
段
階
で
は
費
用
負
担
割
合
の
提

示
は
な
い
が
、
今
後
３
者
で
協
議
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
、提
示
を
見
た
中
で
、

市
と
し
て
ど
れ
だ
け
費
用
負
担
が
で
き

る
か
を
検
討
し
て
い
く
。

県
立
医
科
大
学
・
附
属
病
院
を
核
と
し
た

県
立
医
科
大
学
・
附
属
病
院
を
核
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
事
業
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

ま
ち
づ
く
り
事
業
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会

医
大
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

八
木
中
学
校
長
寿
命
化
改
良
工

事
の
入
札
結
果
の
詳
細
は
。

答　

令
和
６
年
７
月
31
日
に
入
札
予

定
で
あ
っ
た
が
、
不
調
と
な
っ
た
。
現

在
、
新
た
に
工
事
入
札
の
実
施
に
向

け
、
単
価
等
の
見
直
し
を
図
る
べ
く
事

務
手
続
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
原
材
料
費
、
人
件
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
準
備
が
整
い
次

第
、
補
正
予
算
を
上
程
す
る
予
定
。

問　

入
札
が
不
調
に
な
っ
た
が
、
他

に
も
白
橿
小
学
校
も
不
調
に
な
っ
て
お

り
奈
良
県
等
で
も
工
事
入
札
が
不
調
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
設
計
単
価
が

市
場
の
価
格
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
の

が
原
因
で
あ
り
、
設
計
単
価
の
見
直
し

の
方
式
の
変
更
を
国
や
県
に
働
き
か
け

て
は
ど
う
か
。

　
　
　

現
状
を
把
握
し
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
と
思

う
。
市
場
の
単
価
変
動
等
を
そ
の
都
度

反
映
さ
れ
た
も
の
を
参
考
に
で
き
る
よ

う
に
、
し
か
る
べ
き
場
所
で
問
題
提
起

を
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

問　

医
大
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
教
え
て
ほ
し

い
。

答　

平
成
27
年
３
月
に
奈
良
県
と
橿
原

市
と
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
包
括
協

定
を
締
結
し
、
同
年
12
月
に
奈
良
県
、

近
鉄
、
橿
原
市
に
よ
る
３
者
協
議
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
長
ら
く
八
木
西
口
駅
の

取
扱
い
に
つ
い
て
、
平
行
線
を
た
ど
っ

て
い
た
が
、
令
和
４
年
７
月
に
近
鉄
か

ら
「
新
駅
設
置
に
伴
い
八
木
西
口
駅
の

廃
止
を
条
件
と
し
な
い
」
と
回
答
が

あ
っ
た
。
同
年
11
月
に
奈
良
県
立
医
科

大
学
附
属
病
院
南
側
地
区
に
お
い
て
、

奈
良
県
、
医
科
大
学
、
橿
原
市
、
近
鉄

の
４
者
で
新
駅
の
設
置
等
を
目
的
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
連
結
協
定
を

締
結
し
た
。
令
和
６
年
６
月
に
新
駅
の

設
置
を
含
め
た
奈
良
県
立
医
科
大
学
附

属
病
院
南
側
地
区
ま
ち
づ
く
り
の
議
論

を
本
格
化
す
る
た
め
に
、
奈
良
県
と
橿

原
市
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
設
置
さ

れ
た
。

　
　

協
議
会
で
議
論
す
る
内
容
は
。

議
第
45
号

橿
原
市
斎
場
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

八
木
中
学
校
長
寿
命
化
改
良
工
事
の

入
札
結
果
（
不
落
）
に
つ
い
て

厚
生
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

市
長

問

答問答
奈良県と橿原市の

まちづくり

詳しくはこちら
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

予
算
特
別
委
員
会

予
算
特
別
委
員
会

問　

今
回
の
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み

立
て
が
約
５
億
円
で
あ
る
が
、
現
在
の

財
政
調
整
基
金
の
残
高
は
。

答　

令
和
６
年
９
月
の
補
正
予
算
を
反

映
す
る
と
、残
高
は
約
37
億
円
と
な
る
。

問　

財
政
調
整
基
金
の
残
高
目
標
は
。

答　

類
似
団
体
等
の
状
況
を
鑑
み
、

50
億
円
程
度
を
目
標
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

財
政
調
整
基
金

　
　

こ
の
事
業
の
目
的
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
対
象
エ
リ
ア
を
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　

大
和
八
木
駅
の
北
側
の
立
体
駐
車

場
よ
り
も
北
側
で
、
民
有
地
部
分
の

古
い
建
物
が
あ
る
エ
リ
ア
を
再
度
活

性
化
す
る
た
め
に
、
都
市
計
画
の
手
法

を
用
い
て
、
高
さ
制
限
や
公
共
施
設
の

見
直
し
、
道
路
の
拡
張
、
緑
を
増
や
す

等
、
規
制
緩
和
の
一
環
と
し
て
地
権
者

の
方
々
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
る
の
が

こ
の
事
業
の
目
的
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
早
け
れ
ば
令
和
７
年
１
月

か
ら
業
務
を
開
始
し
、
令
和
８
年
３
月

ま
で
を
こ
の
業
務
の
期
間
と
考
え
て
い

る
。
対
象
エ
リ
ア
は
、
具
体
的
に
こ
こ

の
場
所
と
い
う
の
を
縛
ら
ず
に
、
大
和

八
木
駅
よ
り
も
北
側
、
２
４
号
線
よ
り

も
西
側
、
近
鉄
橿
原
線
よ
り
も
東
側
の

エ
リ
ア
を
、
お
お
む
ね
２
ヘ
ク
タ
ー
ル

か
ら
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
程
度
の
範
囲
を
考

え
て
い
る
。

耐
震
診
断

問　

既
存
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
つ
い

て
、「
能
登
半
島
地
震
に
よ
り
想
定
を
超

え
る
応
募
が
あ
っ
た
」
と
あ
る
が
、
当
初

予
算
が
ど
の
程
度
で
、
今
回
ど
れ
だ
け
の

応
募
が
あ
っ
た
の
か
。

答　
当
初
予
算
で
は
15
件
75
万
円
で
あ
っ

た
が
、
申
込
者
数
が
例
年
で
あ
れ
ば
約
30

ま
ち
づ
く
り
検
討
調
査
業
務
委
託
事
業

件
程
度
で
推
移
し
て
い
た
が
、
今
年
度
は

85
件
で
あ
っ
た
。
今
回
、
能
登
半
島
の
地

震
の
影
響
も
あ
り
、
自
宅
の
耐
震
に
不
安

を
持
た
れ
た
方
の
耐
震
診
断
の
応
募
が
多

数
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

市
と
し
て
各
企
業
へ
の
周
知
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
る
の
か
。

　
　

令
和
５
年
度
の
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
の
寄
付
は
全
部
で
16
件
９
４
０
万

円
で
あ
り
、
そ
の
内
４
件
が
委
託
業
者

の
営
業
に
よ
る
も
の
。
市
の
周
知
方
法

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
企
画

政
策
課
に
相
談
が
あ
っ
た
際
に
は
、
い

ろ
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
な
が
る
よ

う
に
協
議
を
し
て
い
る
。

　
　

令
和
６
年
度
の
目
標
と
今
後
の
展

開
を
具
体
的
に
教
え
て
ほ
し
い
。

　
　

令
和
６
年
度
の
寄
付
金
収
入
の
見

込
み
は
１
，
３
０
０
万
円
で
あ
り
、
現

在
の
寄
付
金
額
は
３
４
０
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
制

度
自
体
は
令
和
６
年
度
ま
で
に
な
っ
て

い
る
が
、
国
に
５
年
間
延
長
の
要
望
も

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
決
ま

れ
ば
引
き
続
き
対
応
し
て
い
き
た
い
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

世
界
遺
産
登
録
推
進
事
業

　
　

外
国
人
観
光
客
に
対
応
で
き
る
ガ

イ
ド
の
配
置
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

　
　

令
和
６
年
度
に
は
、
ま
ず
多
言
語

化
に
対
応
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
を

し
、
現
状
ガ
イ
ド
に
つ
い
て
は
、
日
本

語
の
み
の
対
応
で
あ
る
が
、
今
後
外
国

語
で
の
案
内
方
法
の
検
討
も
必
要
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

ガ
イ
ド
が
多
言
語
で
対
応
す
る
に

は
相
当
な
ス
キ
ル
が
必
要
に
な
る
た

め
、
音
声
ガ
イ
ド
等
の
比
較
的
研
修
な

ど
が
少
な
く
て
済
む
方
法
で
ス
タ
ー
ト

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

　
　

外
国
人
観
光
客
の
増
加
も
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
ど
う
い
っ
た
手
法
が

一
番
効
果
的
で
あ
る
の
か
、
経
費
的
な

部
分
も
検
討
し
、
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

　
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
募
集

事
業
に
お
い
て
委
託
業
者
の
営
業
に
よ

る
寄
付
は
何
件
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、

問答

問答問答問

答問答
企業版

ふるさと納税

詳しくはこちら

財
政
調
整
基
金
と
は

　
災
害
な
ど
の
不
測
の
事
態
や
年
度
間
の

財
源
不
足
に
備
え
る
た
め
、
決
算
余
剰
金

な
ど
を
積
み
立
て
、
財
源
が
不
足
す
る
年

度
に
活
用
す
る
目
的
の
基
金
。
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議会：大会のテーマ「多様性を認め合う社会の実現を」

　　　に込めた思いを教えて下さい。

槇村実行委員長：例えば男性が子どものお迎えをする際にも職場
で「男なのに早く帰るのか」という目がまだあります。男女関係
なく、誰もが自分らしい生き方が認められる社会を目指していま
す。
議会：少子化の要因は何と考えられますか。

島本副実行委員長：出産・育児への支援施策が進められ、そのこ
とから出産・育児が大変であるという印象を、若い人は持つこと
があるかもしれません。子育てのポジティブな面も多面的に伝え
る必要があり、子育てしやすい社会づくりも重要です。

議会：お仕事や生活の中で、多様性の尊重を意識したり

　　　工夫していることはありますか。

松井委員：LGBTQ に配慮した観光の取り組みなど、年代や性別
関係なく注目される観光事業を目指しています。
議会：今後橿原市に望むこと、また大会を通して

　　　市民に伝えたいことを教えてください。

槇村実行委員長：子どもの興味や進路先を男女で分けたり排除し
ないことが重要で、全体が変わるために、特に教育には力を入れ
てほしいです。市民の方には、そのような無意識の偏見（アンコ
ンシャス・バイアス）に気づき、取り払ってほしいと思います。

奈良県初の日本女性会議が橿原市で開催
日本女性会議とは全国から約２，０００人の参加者が集う男女共同参画をテーマとした

国内最大級の大会です。男女共同参画を切り口として地域が抱える様々な課題の解決策を探るこ

とを基本理念として、１９８４年からスタートし、これまで全国各地で開催されてきました。

橿原市議会としても令和４年８月５日に女性議員５名が開催の誘致を要望していまし

た。そして、令和 7 年に橿原市で奈良県初の「日本女性会議２０２５橿原　日本国はじまりの地

から未来へ〜多様性を認め合う社会の実現を〜」が開催されます。

　橿原市議会でも「さまざまな方が活動しやすい議会のための取り組み」を話し合い、委員会の終了時
間の配慮や今後乳幼児連れでの登庁が必要な議員がいる場合には柔軟に対応を検討することの確認、ハ
ラスメント研修の実施に繋がりました。他にも、LGBTQ や男女共同参画視点での質疑が行われています。
　今回のインタビューで頂いた意見をしっかりと受け止め「女性を取り巻く課題の解決」に向け議論を
深めていきます。

※左：髙木委員（（株）タカギ 代表
取締役社長）、右：松井委員（橿原
市観光協会常務理事兼事務局長）

※左：槇村実行委員長（元大学教授）
右：島本副実行委員長（奈良大学 
副学長（産婦人科医））

議会：女性が働きやすい社会や職場に足りないものは何だと思われますか。

髙木委員：国、地域、職場など、環境を提案する人々だけでなく、みんなの意識が足りない気はし
ます。女性だけに限らず、みんなが働きやすくなるためには何が理想なのか。個々人が色んな意
見を聞いて・知ることで、様々な視点や考え方を持つことが大切だと感じます。

橿原市議会として～多様性を認め合う社会の実現に向けて～

日本

女性会議

～日本女性会議実行委員へのインタビュー～
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橿原市のハラスメント対策

市民から職員
　企業と同様に「カスハラ（カスタマーハラスメント）」と呼ばれ、不当な要求、
暴言、長時間の拘束行為などが含まれます。

　「橿原市職員の公正な職務の執行の確保に関する条例」令和４年７月１日から
施行され、不当要求に対する措置が明文化されています。
　９月定例会では「職員のプライバシー保護のため名札は『苗字のみのひらが
な表記』にする」などを実施予定との説明がありました。

職員から職員
　上司が優越的な立場を利用してのパワハラ（パワーハラスメント）やセクハ
ラ（セクシャルハラスメント）など、ハラスメントの内容は多岐にわたります。

　職員間でのハラスメント行為があった場合、相談窓口（人事課、総務課）で
相談を受け、解決に向けた処理を行います。
　９月定例会中には、職員に向けたハラスメントについてのアンケート調査を
求める議員からの声があり、市から「前向きに進めていきたい」と回答があり
ました。

議員から職員
　議員間でのハラスメントはもちろんのこと、議員の立場を利用した、職員へ
の不当要求や威圧的な言葉でプレッシャーを与えることは慎むべき行動です。

　令和４年７月から、市議の要望は「公職者からの要望」として、市 HP 上で
公表されることで、透明性が確保されています。
橿原市議会としては、令和６年１月に「ハラスメント研修」を議員向けに行い
ました。

市民から議員
　暴言・侮辱的な発言の他、SNS での嫌がらせ、投票や支持の見返りに行われ
るセクハラなどは「票ハラスメント」とも呼ばれています。

対応策
　男性も女性も受ける可能性があり、受け流すのではなく解消に向けた行動を
取ることが必要です。活発な政治活動や議員活動を諦める要因になることもあ
りますので、市民のご理解を得ることが重要です。

最近報道などでよく聞く、行政機関内でのハラスメント （嫌がらせ行為） にはどんなも
のがあるかご存知ですか？
議会でも関心を寄せて、議員としても行動を律する必要を認識しています。

対応策

対応策

例：「能無し」など、人
格を否定する発言など。

対応策

例：過大な仕事を押し
付ける、または意図的
に仕事をさせないなど。

例：怒鳴り声をあげた
り、無理な要求をする
など。

例：婚姻状況などプラ
イベートな事柄の批判
や中傷など。
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橿原市議会政治倫理審査会報告橿原市議会政治倫理審査会報告
　本市議会では、議員が市民の厳粛な信託を受けたものであることを認識し、常に良心に従
い誠実かつ公正にその職務を行うべきことを促し、公正で開かれた民主的な市政の発展に寄
与することを目的に「橿原市議会政治倫理条例」（以下「政治倫理条例」）を平成２１年度に
制定しています。
　この条例に基づいて議長から橿原市議会政治倫理審査会（以下「審査会」）に審査を求め、
審査会において審査対象議員の意見聴取・事情聴取・関係機関への事実確認等を行い、違反
行為の存否について審査しました。
　審査の結果、政治倫理条例に定める政治倫理基準に違反すると認める報告書が議長に提出
されましたので公表いたします。

「橿原市議会政治倫理条例」主な内容
（政治倫理基準）
第４条　議員は、市民の信頼に値する倫理性を自覚し、自ら進んでその高潔性を実証するとと
もに、常に市民全体の利益を擁護し、公共の利益を損なうことがあってはならない。また、次
に掲げる政治倫理基準（以下「政治倫理基準」という。）を遵守しなければならない。
( １)　市民全体の代表として社会的な信用の失墜並びに品位及び名誉を損なうような一切の行　
　　為を慎み、その職務に関し不正の疑惑をもたれるおそれのある行為をしないこと。
( ２)　その地位を利用し、刑法（明治 40 年法律第 45 号）第 197 条から第 197 条の４まで
　　及び第 198 条に定める贈収賄罪その他職務に関連する犯罪（以下「職務関連犯罪」という。）
　　に該当するか否かを問わず、金品の授受又は飲食の供与といった行為をしないこと。
( ３)　市又は市の出資法人等（市が資本金、基本金その他これらに準ずるものの２分の１以上
　　を出資している法人及び市が補助金を交付しているなど市と密接な関係があると認められ
　　る団体をいう。）が行う工事等（下請工事を含む。）の請負契約、業務委託契約（地方自治
　　法（昭和 22 年法律第 67 号）第 244 条の２第３項の規定による指定管理者に行わせる公
　　の施設の管理業務に係るものを含む。）、物品購入契約その他の契約に関して、特定の者に
　　有利又は不利となるような働きかけをしないこと。
( ４)　市が行う許可、認可若しくは処分又は行政指導に関し、特定の者に対して有利又は不利
　　となるような働きかけをしないこと。
( ５)　政治活動に関して企業、団体等から寄附等を受けないものとし、その後援団体について
　　も政治的又は道義的批判を受けるおそれのある寄附等を受けないこと。
( ６)　市の職員（非常勤職員、嘱託職員及び臨時職員を含む。以下同じ。）の採用又は異動そ
　　の他人事に関して、推薦又は紹介その他一切の関与をしないこと。
( ７)　市の職員の公正な職務執行を妨げ、その権限若しくは地位による影響力を不正に行使さ
　　せるような行為又はその疑いを受けるおそれのある態度をとらないこと。

（違反行為及び虚偽報告等の公示等）
第 15 条　審査会の調査の結果、政治倫理基準に違反しているとの報告があった場合は、議長は、
その旨を速やかに公示及び公表しなければならない。
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橿原市議会政治倫理条例第 15 条第１項に基づく公表（要約）
１．対象議員
　　𠮷川ひろお議員
２．橿原市議会政治倫理審査会の判断

事実１
前提　対象議員は、株式会社𠮷川ガスセンターの代表取締役である。令和５年６月に対象議員は、議

員としての要望で、教育長と教育総務課長に対して、避難所として使用する中学校体育館の空調
の熱源は、プロパンガスの活用を検討するように話した。

判断　株式会社𠮷川ガスセンターの代表取締役であるにもかかわらず、教育長と教育総務課長に対し
て、空調設備の熱源としてプロパンガスを使用するように要望した。プロパンガスに有利な点が
あるとしても、相当な経済的利益が発生することを考慮すると、「市民全体の代表としてその職
務に関し不正の疑惑をもたれるおそれのある行為」に該当するとともに「市の職員の公正な職務
執行を妨げ、その権限若しくは地位による影響力を不正に行使させる疑いを受けるおそれのある
態度」及び「市又は市の出資法人等が行う工事等の請負契約、業務委託契約、物品購入契約その
他の契約に関して、特定の者に有利となるような働きかけ」に該当し、橿原市議会政治倫理条例
第４条第１号、第３号、第７号に違反する。

事実２
前提　奈良県橿原市葛本町の建物が存在しない土地に対象議員の政治看板が立っている。
判断　建物がない空き地に政治看板を設置することは、公職選挙法第１４３条第１６項に違反し、対

象議員が、建物がない土地に政治看板を設置する行為は「市民全体の代表として社会的な信用の　　
失墜並びに品位及び名誉を損なうような」行為に該当し、橿原市議会政治倫理条例第４条第１号　　
に違反すると考える。

事実３
前提　令和５年４月１日、発注者を橿原市、受注者を橿原プロパンガス商工協同組合として締結し　　

た「令和５年度　燃料油（白灯油、ＬＰガス）の購入に関する契約書」における担当業者１４　　
者の中に「株式会社𠮷川ガスセンター」が含まれる。

判断　橿原プロパンガス商工協同組合の事業目的は「組合員が取扱うＬＰガス・燃料および関連器　　
具の共同販売及び共同受注」などであり、対象議員は、関連私企業からの隔離を定めた地方自治

　　法第９２条の２に抵触する可能性がある。
　　　「地方自治法第９２条の２の規定を遵守し、市民に対し疑惑の念を生じせしめることのないよ　　

うに努める」と規定する橿原市議会政治倫理条例第５条に抵触する可能性があり、「市民全体の　　
代表としてその職務に関し不正の疑惑をもたれるおそれのある行為」に該当し、橿原市議会政治
倫理条例第４条第１号に違反する。

事実４
前提　令和６年７月１６日および同月３１日に開催された橿原市議会の１００条委員会で、対象議員
　　は、委員会から出頭することを要請されたにもかかわらず、両日とも欠席した。
判断　対象議員は、１００条委員会に欠席した理由として、「組合の代理人から書面が出ていると思っ
　　ていた」や「組合が意見書を出した」ことをあげたが、体調不良等の客観的に出頭不可能な事由
　　とはいえず、橿原市議会議員としては、委員会に出席した上で、自らの主張を説明すべきであっ
　　たと言える。対象議員の欠席は「市民全体の代表として社会的な信用の失墜」させる「ような一
　　切の行為」「その職務に関し不正の疑惑をもたれるおそれのある行為」に該当し、橿原市議会政

治倫理条例第４条第１号に違反する。



12かしはら市議会のいま　第 231号

詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

録画映像は
こちら

▼

問　
市
内
の
教
員
業
務
支
援
員
と
学
習
指

導
員
の
業
務
の
範
囲
と
採
用
人
数
は
。

答　
学
習
指
導
員
は
授
業
中
に
お
け
る
児

童
生
徒
の
学
習
支
援
が
中
心
で
採
用
は
60

名
超
。
教
員
業
務
支
援
員
は
準
備
補
助
な

ど
が
主
。
児
童
生
徒
に
指
導
は
で
き
な
い
。

現
在
、
白
橿
小
学
校
に
１
名
の
み
。

問　
支
援
員
の
支
援
の
幅
を
広
げ
る
た
め
、

先
進
事
例
を
基
に
、
現
場
に
支
援
の
内
容

を
提
示
し
て
欲
し
い
。
令
和
７
年
度
は
採

用
数
を
増
や
す
か
。

答　

効
果
的
な
業
務
支
援
に
繋
げ
る
た

め
、
各
校
の
ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
、
先
進
事

例
を
紹
介
す
る
等
、
情
報
を
発
信
し
て
い

く
。
令
和
７
年
度
以
降
は
６
年
度
の
実
績

を
踏
ま
え
た
上
、
各
校
の
要
望
を
十
分
に

聞
き
取
り
、
検
討
し
て
い
く
。

問　
教
員
の
職
場
環
境
改
善
の
た
め
、
教

科
担
任
制
の
拡
大
を
。
さ
ら
に
加
配
教
員

を
増
や
し
て
欲
し
い
。

答　
県
に
中
学
年
専
科
加
配
と
学
級
定
数

の
改
善
を
要
望
す
る
。
国
・
県
の
補
助
金

小
・
中
学
校
の
教
員
の
働
き
方
改
善

を
活
用
し
、
教
員
業
務
支
援
員
・
学
習
指

導
員
・
部
活
動
支
援
員
を
配
置
す
る
等
今

後
も
、
負
担
軽
減
に
努
め
る
。

問　

市
の
潜
在
待
機
児
童
の
数
は
。
待

機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
の
床
面
積
は
十

分
あ
る
の
か
。

答　

現
在
、
２
４
７
人
。
公
・
私
立
園

の
定
数
に
対
し
、
実
際
の
受
け
入
れ
率
は

92
．
７
％
。

問　

待
機
児
童
の
解
消
は
喫
緊
の
課
題
。

保
育
補
助
の
採
用
人
数
、
業
務
の
範
囲
、

勤
務
時
間
の
選
択
肢
は
。

答　

採
用
数
は
40
名
、
保
育
士
の
資
格

無
し
で
も
行
え
る
業
務
内
容
、
働
く
時
間

を
柔
軟
に
選
択
可
能
に
し
、
少
し
ず
つ
人

材
の
確
保
に
繋
が
っ
て
い
る
。

問　

潜
在
保
育
士
の
掘
り
起
こ
し
と
、

新
卒
の
保
育
士
確
保
の
た
め
の
取
組
は
。

答　

厳
し
い
求
人
状
況
の
中
、
人
材
確

保
の
た
め
様
々
な
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

保
育
士
の
職
場
改
善
に
今
後
も
努
め
る
。

森本　えみ

会派

竹森　衛

録画映像は
こちら

▼

会派

問　
本
市
の
備
蓄
物
資
の
一
覧
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
、
例
え
ば
食
料
品
、
日
用
品
等
、

現
況
を
ど
の
よ
う
に
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

飲
料
水
は
ゼ
ロ
だ
が
。

答　
備
蓄
物
資
は
、
令
和
６
年
度
か
ら
５

か
年
の
計
画
を
立
て
、
予
算
の
許
す
限
り
、

随
時
、
物
資
を
調
達
し
て
い
る
。
物
資
の

内
訳
は
、
ア
ル
フ
ァ
米
、
パ
ン
な
ど
の
食

料
品
や
、
毛
布
、
幼
児
用
紙
お
む
つ
な
ど

の
日
用
品
を
備
蓄
。
ま
た
、
民
間
や
各
種

団
体
と
連
携
し
て
、
61
の
団
体
と
の
災
害

時
に
お
け
る
物
資
の
供
給
や
一
時
避
難
場

所
な
ど
の
防
災
協
定
を
締
結
。
飲
料
水
は
、

市
内
３
か
所
に
約
４
０
０
立
方
メ
ー
ト
ル

の
飲
料
水
兼
用
の
耐
震
性
貯
水
槽
を
設
置
。

ま
た
、
一
町
に
あ
る
貯
水
タ
ン
ク
を
入
れ

る
と
、
合
計
約
７
，
４
０
０
立
方
メ
ー
ト

ル
の
水
道
水
を
確
保
。
備
蓄
品
の
在
庫
管

理
及
び
品
質
保
存
管
理
は
、
危
機
管
理
課

が
随
時
行
っ
て
い
る
。
運
動
公
園
備
蓄
倉

庫
、
本
庁
東
棟
南
に
あ
る
防
災
倉
庫
、
安

心
パ
ー
ク
が
主
な
備
蓄
物
資
の
保
管
場
所

で
、
市
内
44
か
所
の
各
指
定
避
難
所
で
も
、

ス
ペ
ー
ス
の
許
す
限
り
で
分
散
備
蓄
を

行
っ
て
い
る
。

問　
正
規
職
員
の
内
、
市
内
在
住
者
は
半

分
程
。
い
ざ
大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
と

き
、
間
に
合
う
か
。

答　
災
害
発
生
時
、
職
員
も
被
災
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
限
ら
れ
た
人
員
で
の
災
害

対
応
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
の
課
題
を
補

う
た
め
に
も
、
市
民
一
人
一
人
が
自
身
の

備
え
や
自
主
防
災
組
織
、
自
治
会
な
ど
地

域
の
助
け
合
い
の
下
、
災
害
を
乗
り
越
え

る
力
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。

問　
市
長
と
山
下
知
事
と
の
話
合
い
、
存

続
に
関
し
て
ど
う
い
う
状
況
か
。

答　
６
月
県
議
会
で
、
知
事
は
「
橿
原
文

化
会
館
廃
止
の
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
」

と
答
弁
。
結
節
性
の
良
い
大
和
八
木
駅
周

辺
に
文
化
ホ
ー
ル
の
機
能
は
必
要
で
あ
る
。

文
化
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
と
い
う

こ
と
は
非
常
に
大
切
な
こ
と
な
の
で
、
今

後
も
意
見
交
換
し
て
い
く
。

無会派
( 共産党 )

橿
原
文
化
会
館
の
存
続

好きやねん橿原
日本維新の会

待
機
児
童
解
消
に
向
け
て
の

保
育
士
確
保

大
規
模
災
害
と
市
民
の

生
命
と
財
産
を
守
る
「
備
え
」
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▼

問　
藤
原
宮
跡
の
整
備
に
関
し
て
、
計
画

は
あ
る
か
。

答　
現
在
、
文
化
庁
が
整
備
に
向
け
た
基

本
構
想
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
。
駐
車

場
、
ト
イ
レ
、
休
憩
施
設
等
の
便
益
施
設

や
、
藤
原
宮
跡
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
の
整

備
、
藤
原
京
千
分
の
１
復
元
ジ
オ
ラ
マ
の

活
用
を
含
め
、
市
の
意
向
を
計
画
に
反
映

で
き
る
よ
う
協
議
し
て
い
る
。
世
界
遺
産

「
飛
鳥
・
藤
原
」
の
拠
点
と
な
る
ガ
イ
ダ

ン
ス
施
設
は
、
国
内
の
ほ
か
の
世
界
遺
産

で
国
や
県
で
整
備
し
て
い
る
事
例
が
多
数

あ
り
、
国
、
県
で
の
整
備
も
視
野
に
入
れ
、

協
議
を
進
め
た
い
。

問　
大
和
三
山
の
畝
傍
山
、
香
具
山
は
少

し
で
は
あ
る
が
遊
歩
道
、
登
山
道
の
整
備

が
さ
れ
て
い
る
が
、
耳
成
山
は
な
に
も
さ

れ
て
い
な
い
。
眺
望
が
で
き
る
遊
歩
道
を

要
望
し
て
ほ
し
い
。

答　

大
和
三
山
は
大
半
が
林
野
庁
の
所

有
地
で
あ
る
。
文
化
庁
等
へ
の
訪
問
の
際
、

林
野
庁
に
も
国
内
推
薦
の
選
定
の
報
告
と

整
備
等
に
関
す
る
要
望
、
特
に
耳
成
山
の

要
望
を
行
っ
た
。
引
き
続
き
要
望
し
、
関

係
機
関
と
も
十
分
連
携
し
、
整
備
等
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問　
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て
の
市
長
の

考
え
は
。

答　
国
、
県
と
の
調
整
も
必
要
だ
が
、「
飛

鳥
・
藤
原
の
宮
都
」
と
し
て
の
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
を
造
る
べ
き
だ
と
イ
メ
ー
ジ

し
て
い
る
。「
飛
鳥
・
藤
原
」
の
歴
史
は
、

日
本
を
代
表
す
る
世
界
遺
産
に
な
る
と

思
っ
て
い
る
。

問　
今
井
ま
ち
な
み
交
流
セ
ン
タ
ー
「
華

甍
」
の
耐
震
性
能
は
。

答　

華
甍
は
平
成
３
年
か
ら
５
年
に
解

体
修
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
耐
震
補
強
に

視
点
を
置
い
た
改
修
で
は
な
い
。
恐
ら
く
、

現
在
の
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
市
長
の
考
え
は
。

答　
ま
ず
は
耐
震
予
備
診
断
を
行
い
、
現

状
、
課
題
を
把
握
し
た
い
。
課
題
が
あ
れ

ば
、
必
要
な
耐
震
補
強
等
を
速
や
か
に
実

施
し
、
さ
ら
な
る
活
用
に
つ
な
げ
た
い
。

文
化
財
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

細川　佳秀

自由民主党
くちなし

会派

録画映像は
こちら

▼

問　
市
内
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
人
数
と
接
種
の
延
べ
回
数
は
。

答　

令
和
３
年
４
月
の
開
始
か
ら
令
和

６
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
の
接
種
者
数
は

９
８
，
４
６
７
人
で
、
延
べ
接
種
回
数
は

４
１
３
，
０
８
２
回
で
あ
る
。

問　
副
反
応
の
実
態
と
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
関
連
の
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済
制

度
の
申
請
者
数
と
認
定
者
数
は
。

答　
副
反
応
と
判
断
さ
れ
た
件
数
は
、
接

種
開
始
か
ら
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で
の

間
で
59
件
。
救
済
制
度
申
請
者
数
は
1
3

人
、
認
定
者
数
は
10
人
、
審
査
中
は
３
人

で
あ
る
。

問　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
南
北
の

２
か
所
に
増
設
さ
れ
た
。
ま
た
、
か
し
は

ら
街
の
介
護
相
談
室
が
こ
の
10
月
か
ら
７

か
所
に
再
編
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
運
営

状
況
等
の
進
捗
は
ど
う
か
。

答　
街
の
介
護
相
談
室
の
事
業
者
が
変
更

と
な
る
校
区
や
地
区
に
つ
い
て
は
、
地
元

説
明
を
実
施
し
て
き
た
。
南
北
の
セ
ン

タ
ー
間
で
毎
月
及
び
随
時
の
会
議
を
通
じ

て
、
２
つ
の
エ
リ
ア
の
業
務
が
高
水
準
で

平
準
化
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

問　
２
０
４
０
年
に
は
高
齢
者
の
人
口
が

ピ
ー
ク
と
な
る
。
介
護
職
人
材
の
不
足
が

懸
念
さ
れ
る
が
、
対
策
等
は
あ
る
の
か
。

答　
令
和
６
年
度
は
、
３
年
に
一
度
の
介

護
報
酬
改
定
が
あ
り
、
改
定
率
１
．
59
％

の
プ
ラ
ス
改
定
を
行
っ
た
。
国
や
県
に
対

し
制
度
改
正
や
取
組
を
要
望
し
、
事
業
者

に
対
し
て
周
知
す
る
こ
と
で
、
業
界
全
体

の
機
運
の
底
上
げ
が
必
要
で
あ
る
。

問　
決
定
的
な
人
口
構
造
の
局
面
を
乗
り

越
え
る
に
は
自
助
が
大
切
に
な
る
。
介
護

状
態
に
な
ら
な
い
た
め
の
情
報
や
、
自
身

が
介
護
す
る
側
の
立
場
に
な
っ
た
場
合
の

知
識
を
学
ぶ
機
会
は
あ
る
の
か
。

答　
「
元
気
は
つ
ら
つ
体
操
教
室
」
や
「
介

護
予
防
セ
ミ
ナ
ー
」、「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」

な
ど
が
あ
る
。
知
識
を
周
知
す
る
出
前
講

座
も
実
施
し
て
い
る
。
介
護
を
要
す
る
前

の
状
態
の
方
に
届
け
る
た
め
の
働
き
か
け

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
と

健
康
被
害
救
済
制
度 谷井　宰

自由民主党
葵

会派

橿
原
市
の
介
護
・
介
護
予
防
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詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

録画映像は
こちら

▼

問　

ス
ポ
ー
ツ
庁
は
、
公
立
中
学
校
に

お
け
る
休
日
の
部
活
動
を
、
学
校
の
外
部

へ
移
行
す
る
取
組
を
す
す
め
て
い
る
。
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
民
間
企
業
、
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
な
ど
に
移
行
す
る
と
想
定

さ
れ
て
お
り
、
複
数
の
中
学
校
で
集
ま
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
背
景
に
は
、「
少

子
化
」
と
、「
教
員
の
働
き
方
改
革
」
が

あ
る
。
子
ど
も
の
数
が
減
少
し
、
部
員
が

集
ま
ら
ず
、
や
り
た
い
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き

な
い
状
況
が
増
え
て
い
る
。
指
導
す
る
教

員
は
、
長
時
間
労
働
と
な
り
、
大
変
な
負

担
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
の
現
状
は
。

答　
市
立
中
学
校
の
生
徒
数
は
、
ピ
ー
ク

時
か
ら
半
数
以
下
の
44
％
ま
で
減
少
し
て

お
り
、
部
活
動
が
著
し
く
縮
小
し
て
い
る
。

顧
問
を
務
め
る
教
員
は
、
部
活
動
の
指
導

や
休
日
に
行
わ
れ
る
大
会
へ
の
引
率
を
行

う
こ
と
で
、
業
務
時
間
が
減
ら
ず
、
長
時

間
労
働
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
庁
及
び
文
化
庁
は
、
新
た

に
「
学
校
部
活
動
及
び
新
た
な
地
域
ク
ラ

中
学
校
の
部
活
動
を

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
移
行

ブ
活
動
の
在
り
方
等
に
関
す
る
総
合
的
な

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
、
昨
年
度
か

ら
の
３
年
間
を
「
改
革
推
進
期
間
」
と
し

て
い
る
が
、
本
市
の
取
組
は
。

答　
令
和
７
年
度
は
部
活
動
の
一
部
を
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
の
実
証
事
業
と
し
て
段
階

的
な
地
域
連
携
・
地
域
移
行
を
行
い
、
８

年
度
に
は
、
休
日
の
部
活
動
を
、
地
域
ク

ラ
ブ
活
動
へ
、
完
全
移
行
を
目
指
す
。

問　

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
の
環
境
を

守
り
発
展
さ
せ
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が

家
庭
の
事
情
に
関
わ
ら
ず
、
部
活
動
に
夢

と
希
望
を
持
つ
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
、

市
が
財
源
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。

答　
部
活
動
の
地
域
移
行
に
は
、
指
導
者

や
場
所
の
確
保
な
ど
、
費
用
が
必
要
で
あ

る
。
一
部
保
護
者
の
負
担
が
必
要
だ
と
思

う
が
、
必
要
な
財
源
の
確
保
に
努
め
た
い
。

上田　くによし

政研かしはら

会派

今井　りか

録画映像は
こちら

▼

会派

問　
「
体
験
格
差
」
と
は
、
経
済
的
要
因

や
地
域
差
で
プ
ー
ル
や
キ
ャ
ン
プ
、
芸
術

鑑
賞
な
ど
の
体
験
機
会
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
で
生
じ
る
格
差
を
指
す
。
各
家
庭
の
経

済
的
な
事
情
や
保
護
者
の
時
間
的
余
裕
に

よ
り
体
験
機
会
に
差
が
出
て
い
る
現
状
が

あ
る
。
体
験
格
差
の
解
消
を
社
会
全
体
で

支
え
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

は
。

答　
遊
び
や
体
験
活
動
は
、
こ
ど
も
・
若

者
の
健
や
か
な
成
長
の
原
点
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
市
と
し
て
も
施
策
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

問　
市
は
体
験
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
か
。

答　

体
験
に
特
化
し
た
調
査
は
行
っ
て

い
な
い
が
、「
橿
原
市
こ
ど
も
計
画
」
の

策
定
に
伴
い
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
て
お
り
、
経
済
的
に
厳
し
い
家
庭
ほ
ど

子
ど
も
へ
の
文
化
的
な
体
験
機
会
提
供
が

難
し
い
と
い
う
傾
向
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

次
期
計
画
で
も
体
験
格
差
を
把
握
す
る
た

め
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
調
査
を
行
い
た

い
。

問　
普
段
公
園
で
出
来
な
い
遊
び
を
体
験

で
き
る
プ
レ
イ
パ
ー
ク
の
導
入
に
つ
い
て
、

市
の
考
え
は
。

答　
ま
ず
は
香
久
山
公
園
で
の
検
討
を
進

め
、
今
後
、
他
の
都
市
公
園
も
、
プ
レ
イ

パ
ー
ク
な
ど
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る
新

た
な
公
園
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

水
泳
等
の
水
に
親
し
む
体
験
の
格

差
は
、
世
帯
年
収
に
よ
る
差
が
大
き
い
が
、

貴
重
な
水
に
触
れ
る
体
験
が
で
き
る
橿
原

総
合
プ
ー
ル
の
今
後
は
。

答　
新
し
い
水
遊
び
場
の
整
備
を
検
討
し

令
和
６
年
度
中
に
案
を
示
し
た
い
。
総
合

プ
ー
ル
は
、
現
在
休
園
し
て
お
り
、
再
開

の
見
込
み
は
な
い
。
今
後
の
利
活
用
に
つ

い
て
、
示
し
た
い
。

問　
プ
ー
ル
存
続
の
要
望
や
体
験
格
差
解

消
に
向
け
た
市
の
対
応
は
。

答　
財
政
状
況
や
老
朽
化
に
よ
り
プ
ー
ル

存
続
は
難
し
い
が
、
体
験
格
差
を
解
消
す

る
た
め
、
様
々
な
機
会
を
創
出
で
き
る
よ

う
な
取
組
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問
こ
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻
く
体
験

一心

市立中学校６校の状況

生徒総数
（人）

部活動
の総数
（部）

昭和
61年

6,358 110

令和
6年

2,803 80

※ 昭和６１年は生徒数のピーク年
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詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

録画映像は
こちら

▼

問　
市
役
所
の
電
話
録
音
機
能
に
つ
い
て
、

導
入
に
向
け
て
の
予
定
は
。
ま
た
、
録
音

を
伝
え
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
は
流
す
か
。

答　
録
音
機
能
の
つ
い
た
デ
ジ
タ
ル
電
話

交
換
機
の
導
入
を
、
ま
ず
は
分
庁
舎
で
検

討
中
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
挿
入
は
協
議
中
。

問　
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
有
無
は
先
進
事
例
で

も
判
断
が
分
か
れ
る
。
カ
ス
ハ
ラ
対
策
と

し
て
は
必
要
だ
が
、
業
務
内
容
に
よ
り
そ

ぐ
わ
な
い
課
も
あ
る
。
特
定
の
課
で
は
流

れ
な
い
機
能
を
導
入
し
て
ほ
し
い
。

答　
課
ご
と
の
設
定
機
能
を
、
機
能
要
件

の
ひ
と
つ
に
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

問　
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
と
呼
ば
れ
る

防
災
の
考
え
方
が
あ
り
、
施
策
に
取
り
入

れ
る
自
治
体
が
あ
る
。
例
え
ば
庁
用
車
に

電
気
自
動
車
を
配
備
し
、
災
害
時
に
電
源

と
し
て
使
う
な
ど
、
日
常
も
災
害
時
に
も

役
立
つ
取
組
で
、
特
別
な
予
算
を
か
け
ず

に
備
え
が
可
能
。
本
市
で
も
実
施
し
て
は

ど
う
か
。

答　
全
庁
的
に
職
員
へ
の
周
知
を
図
る
。

問　
「
橿
原
市
地
域
防
災
計
画
」に
は
、「
必

要
が
あ
れ
ば
適
時
修
正
」
と
あ
る
。
策
定

し
た
平
成
29
年
以
来
、
修
正
し
た
か
。

答　
本
編
の
改
定
は
橿
原
市
防
災
会
議
で

協
議
す
る
が
、
改
定
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

問　
近
年
起
こ
っ
た
災
害
で
の
教
訓
や
課

題
を
反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
中
で
も
、

避
難
所
以
外
の
自
宅
・
車
中
泊
避
難
者
へ

の
支
援
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
内

閣
府
は
６
月
に
自
治
体
向
け
に
「
在
宅
・

車
中
泊
避
難
者
等
の
支
援
の
手
引
き
」
を

公
表
し
た
。
本
市
の
計
画
に
は
こ
の
よ
う

な
支
援
の
記
載
が
な
い
。
早
期
に
地
域
防

災
計
画
見
直
し
が
必
要
だ
。

答　
今
後
計
画
の
改
定
時
に
手
引
き
の
内

容
を
加
味
す
る
。
こ
の
計
画
は
策
定
か
ら

約
７
年
経
過
し
て
お
り
、
今
後
改
定
す
べ

き
と
考
え
る
。

問　

橿
原
市
防
災
会
議
の
会
長
は
市
長
。

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
ほ
し
い
。

答　
真
摯
に
受
け
止
め
、
早
急
に
改
定
に

向
け
て
の
作
業
を
進
め
て
い
く
。

市
職
員
の
市
民
対
応 矢追　もと

無会派

会派

橿
原
市
の
防
災
施
策

録画映像は
こちら

▼

問　

費
用
が
か
か
ら
な
い
被
災
者
支
援

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
つ
い
て
、
平
成
23
年

６
月
よ
り
６
回
に
わ
た
り
求
め
て
き
た
が
、

本
市
の
シ
ス
テ
ム
の
現
状
は
。

答　
ま
だ
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
至
っ
て

い
な
い
。
災
害
対
策
業
務
に
お
け
る
情
報

共
有
ツ
ー
ル
と
し
て
運
用
・
活
用
し
、
ス

ム
ー
ズ
な
災
害
対
応
業
務
の
実
施
に
つ
な

が
っ
て
い
る
実
績
等
、
検
討
中
。

問　
被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
な
い
状
況
で
、
ど
う
管
理
す
る
の
か
。

答　
被
災
者
支
援
に
必
要
と
な
る
情
報
は

一
括
管
理
で
き
て
い
な
い
状
況
。
内
閣
府

の
ク
ラ
ウ
ド
型
シ
ス
テ
ム
を
含
め
、
関
係

所
属
間
で
情
報
を
共
有
し
前
向
き
に
検
討

す
る
。

問　
停
電
を
想
定
し
た
夜
間
の
防
災
訓
練

を
実
施
し
て
は
。

答　
夜
間
訓
練
を
し
た
こ
と
は
な
い
。
各

地
域
の
自
主
防
災
組
織
に
提
案
し
て
い
く
。

問　
電
気
や
上
下
水
道
が
な
く
て
も
利
用

可
能
な
移
動
で
き
る
自
立
型
ト
レ
ー
ラ
ー

ト
イ
レ
の
導
入
は
。

答　
導
入
し
て
い
る
他
の
自
治
体
の
事
例

を
参
考
に
検
討
す
る
。

問　
市
長
の
考
え
は
。

答　
被
災
者
に
早
く
適
切
な
支
援
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
は
必
要
で
あ
る
。
奈

良
県
の
中
心
都
市
を
目
指
す
上
で
、
社
会

情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
防

災
対
策
も
含
め
た
暮
ら
し
の
向
上
や
地
域

の
発
展
に
向
け
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
必
要

が
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問　
発
達
障
が
い
児
の
早
期
発
見
と
支
援

体
制
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
が
。

答　
「
通
級
指
導
」
の
充
実
と
「
特
別
支

援
教
育
支
援
員
」
を
全
校
に
配
置
し
合
理

的
配
慮
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

問　
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
取
り

組
み
状
況
は
。

答　
子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施
。

問　
発
達
障
が
い
者
の
就
労
支
援
は
。

答　
「
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
相
談
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

防
災

大北　かずすけ

公明党

会派

発
達
障
が
い
児(

者)

支
援
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詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

録画映像は
こちら

▼

問　
１
月
に
施
行
さ
れ
た
認
知
症
基
本
法

に
基
づ
く
新
し
い
認
知
症
観
に
関
す
る
知

識
、
理
解
を
深
め
る
取
組
は
。

答　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど

を
通
じ
て
理
解
を
深
め
る
活
動
を
行
っ
て

き
た
。
今
後
、
新
し
い
認
知
症
観
の
周
知

に
も
取
り
組
む
。

問　
認
知
症
の
人
の
尊
厳
あ
る
暮
ら
し
を

守
る
上
で
適
切
な
接
し
方
を
身
に
つ
け
て

認
知
症
の
人
の
行
動
・
心
理
症
状
の
発
生

を
抑
制
す
る
効
果
的
な
技
法
と
し
て
、
あ

な
た
を
大
事
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
見

る
・
話
す
・
触
れ
る
・
立
つ
の
４
つ
の
柱

で
、
相
手
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
届
け
る

ケ
ア
技
法
・
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
注
目
さ

れ
て
い
る
。
福
岡
市
は
４
月
か
ら
福
祉
局

に
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
推
進
部
を
新
た
に
設

置
。
本
市
も
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
の
積
極
的

な
普
及
に
取
り
組
む
べ
き
。

答　
先
進
地
の
事
例
な
ど
を
踏
ま
え
、
研

究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

問　

警
視
庁
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、

２
０
２
３
年
全
国
の
警
察
に
届
出
が
あ
っ

認
知
症
対
策

た
認
知
症
や
そ
の
疑
い
が
あ
っ
た
行
方
不

明
者
が
延
べ
１
万
９
，
０
３
９
人
に
上
っ

た
。
本
市
に
お
い
て
認
知
症
の
早
期
の
取

組
は
。

答　
G
Ｐ
Ｓ
を
利
用
し
た
探
知
機
を
貸

与
す
る
認
知
症
高
齢
者
は
い
か
い
探
索

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
。
ま
た
、
地
域
見
守
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
、
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
が
令
和
６
年
度
よ
り
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
南
北
２
か
所
に
そ
れ
ぞ
れ

１
名
配
置
し
体
制
強
化
を
図
っ
た
。

問　
帯
状
疱
疹
は
、
80
歳
ま
で
に
３
人
に

１
人
が
発
症
。
現
在
接
種
費
用
の
助
成
を

検
討
し
て
い
る
か
。

答　
現
時
点
お
い
て
の
任
意
接
種
に
か
か

る
公
費
助
成
は
検
討
し
て
い
な
い
。

問　
帯
状
疱
疹
後
神
経
痛
な
ど
の
合
併
症

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
る
。
予
防
接
種

Ｂ
類
と
し
て
の
実
施
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

市
の
助
成
を
含
め
接
種
し
や
す
い
費
用
設

定
を
。

答　
周
辺
市
町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

公
費
助
成
を
検
討
し
た
い
。

森前　美和

公明党

会派

西岡　次郎

録画映像は
こちら

▼

会派

問　
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
つ

い
て
。
令
和
３
年
及
び
５
年
に
引
き
続
き

３
度
目
に
な
る
が
、
本
市
に
お
い
て
要
綱

の
制
定
の
実
現
を
要
望
す
る
。

答　
令
和
５
年
度
は
、
市
役
所
内
外
に
お

い
て
、
性
の
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
組
を
進
め
、
国
や
、
県

内
の
動
き
を
注
視
し
て
き
た
。
７
年
、
本

市
で
開
催
さ
れ
る
日
本
女
性
会
議
の
テ
ー

マ
「
日
本
国
は
じ
ま
り
の
地
か
ら
未
来
へ

～
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
の
実
現
を

～
」
に
向
け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
を
認
識
。
今
後
、
要
綱
を
制
定
し
、

７
年
４
月
１
日
施
行
を
目
指
し
て
い
く
。

さ
ら
に
多
様
性
を
認
め
合
う
社
会
に
向
け

た
周
知
を
図
っ
て
い
く
。
要
綱
の
制
定
を

す
る
に
あ
た
り
、
庁
内
で
調
整
し
、
専
門

家
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
進
め
る
。

問　
課
題
は
。

答　
民
法
に
よ
る
婚
姻
制
度
と
は
異
な
る

た
め
、
法
的
効
力
を
有
す
る
社
会
サ
ー
ビ

ス
を
得
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
法
律
上
の

同
性
婚
を
認
め
る
も
の
で
な
い
こ
と
も
課

題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
本
市
で
は
、
全

て
の
人
の
個
性
が
尊
重
さ
れ
、
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
て
い
る
。

問　
高
齢
者
の
買
い
物
に
係
る
交
通
手
段

に
つ
い
て
、
実
施
し
て
い
る
対
策
は
。

答　
令
和
４
年
度
に
策
定
し
た
橿
原
市
地

域
公
共
交
通
計
画
に
基
づ
き
、
定
時
定
路

線
の
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
事
業
の
実
証
実

験
を
５
年
度
実
施
し
た
。
６
年
度
は
５
年

度
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
地
域
の
方
と
協

議
を
重
ね
、
運
行
の
計
画
を
策
定
し
て
い

る
。
実
証
実
験
の
段
階
で
は
あ
る
が
、
こ

の
方
法
が
地
域
に
根
差
し
、
買
い
物
支
援

と
し
て
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
主
体
的
に
取

り
組
む
地
域
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

問　
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
補
助
な
ど
の

検
討
は
ど
う
か
。

答　
今
現
在
は
、
買
い
物
支
援
と
し
て
の

タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
配
布
は
考
え
て
い

な
い
。
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
効
果
的
に

促
進
す
る
た
め
の
方
法
を
模
索
す
る
。

問答 パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入

公明党

買
い
物
支
援

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
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詳
細
は
録
画
映
像
を
ご
覧
く
だ
さ
い

一
般
質
問

ぎ
か
い
の
う
ご
き

録画映像は
こちら

▼

問　
個
別
接
種
に
変
更
し
て
か
ら
の
コ
ロ

ナ
患
者
数
の
状
況
は
。

答　
個
別
接
種
に
な
っ
て
全
数
把
握
は
し

て
い
な
い
。
定
点
患
者
数
は
令
和
５
年
度

と
変
わ
り
な
い
状
況
。

問　
集
団
接
種
時
に
私
か
ら
も
医
師
の
知

人
を
紹
介
し
た
が
集
団
接
種
か
ら
個
別
接

種
に
変
わ
っ
て
問
題
は
な
い
か
。

答　
多
く
の
医
師
や
看
護
師
に
協
力
い
た

だ
き
集
団
接
種
が
実
施
で
き
た
こ
と
に
感

謝
す
る
。
今
後
に
つ
い
て
も
市
内
約
60
医

療
機
関
で
接
種
し
て
も
ら
う
予
定
で
、
混

乱
は
な
い
。

問　

ト
イ
レ
が
汚
く
、
ま
た
和
式
だ
と

家
ま
で
我
慢
す
る
児
童
が
い
る
と
聞
く
が
、

公
立
の
小
中
学
校
の
洋
式
化
ト
イ
レ
の
進

捗
状
況
は
。

答　
進
捗
具
合
は
各
校
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
る

が
こ
の
９
月
末
で
洋
式
化
率
は
54
．
６
％

と
な
る
。

問　
い
つ
１
０
０
％
に
な
る
の
か
。

答　
学
校
再
配
置
や
長
寿
命
化
改
良
工
事

計
画
を
考
慮
し
た
上
で
整
備
し
て
い
く
が
、

20
年
以
上
は
要
す
る
。

問　
私
は
癌
に
な
っ
て
か
ら
思
い
返
す
と

小
学
校
の
時
か
ら
ト
イ
レ
を
我
慢
し
て
い

た
。
私
の
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
洋

式
化
で
き
れ
い
化
を
進
め
た
い
と
い
う
思

い
に
対
し
、
市
長
の
考
え
は
。

答　
子
ど
も
の
健
康
を
守
る
た
め
整
備
を

加
速
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問　
入
札
の
不
調
の
原
因
は
。

答　
事
業
採
算
が
合
わ
な
い
・
技
術
者
を

配
置
で
き
な
い
な
ど
で
あ
る
。

問　

工
事
入
札
に
関
す
る
門
戸
を
広
げ
、

市
内
業
者
の
協
力
を
求
め
な
け
れ
ば
、
ま

た
入
札
が
不
調
に
な
る
。
橿
原
市
建
設
工

事
等
発
注
規
程
の
改
正
の
検
討
は
。

答　

現
在
の
設
計
金
額
で
は
、
上
昇
分

の
見
直
し
が
人
件
費
や
物
件
費
の
高
騰
ス

ピ
ー
ド
に
追
い
つ
か
な
い
現
状
を
考
え
、

規
程
の
見
直
し
も
視
野
に
入
れ
て
協
議
す

る
。

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

佐藤　太郎

無会派

会派

幼
少
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化

議会閉会中の委員会等
日時 会議名 議題

7 月 11 日 議会広報委員会 かしはら市議会のいま第２３０号の編集について

7 月 16 日
燃料油（白灯油、ＬＰガス）の購入契約に
関する１００条調査特別委員会

証人尋問について

7 月 30 日 議会改革特別委員会 政務活動費について　他

7 月 31 日
燃料油（白灯油、ＬＰガス）の購入契約に
関する１００条調査特別委員会

証人尋問について

8 月 6 日 議会広報委員会 かしはら市議会のいま第２３０号の編集について

8 月 9 日 議会運営委員会 9 月定例会の日程素案について　他

8 月 16 日
燃料油（白灯油、ＬＰガス）の購入契約に
関する１００条調査特別委員会

証人尋問について

8 月 28 日 議会改革特別委員会 政務活動費について　他
8 月 29 日 議会運営委員会 9 月定例会の運営について　他

8 月 30 日
燃料油（白灯油、ＬＰガス）の購入契約に
関する１００条調査特別委員会

証人尋問について　他

9 月 27 日 議会広報委員会 かしはら市議会のいま第２３1 号の編集について

会議等の出席
日時 会議名 出席者

7 月 11 日 奈良県広域消防組合議会第１回臨時会 奥田議長、局長
7 月 27 日

　　  〜 28 日 まつりえれこっちゃみやざき２０２４ 奥田議長、井ノ上副議長、局長

8 月 9 日 第 2 回奈良県市議会議長会 奥田議長、井ノ上副議長、局長

白
橿
北
小
学
校
・
八
木
中
学
校
の

改
良
工
事
の
遅
れ
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要望書の受理

発
行\

橿
原
市
議
会

編
集\

議
会
広
報
委
員
会

発
行
日\

令
和
６
年
12
月
1
日

〒
６
３
４
・
０
０
７
５

橿
原
市
小
房
町
１
１
番
５
号

受理日 件名

6 月 21 日 奈良県橿原文化会館の存続を求める要望書

7 月 4 日
橿原文化会館存続を求める要望書の件で、6 月議会で答弁された市役所側の答弁内容が事実と異なることに関
して遺憾であることを申し入れるとともに、市議会として事実確認をしていただくことを求める要望書

7 月 4 日 母（王乖彦）が中国で不法に逮捕されている件に関する陳情
7 月 24 日 橿原市議会議長宛て要望書（写し）に関する回答について
8 月 22 日 橿原市内製造事業者に関する要望書
8 月 29 日 橿原市内建設関連業者に関する要望について
9 月 9 日 令和７年度 理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願い
9 月 17 日 「奈良県橿原文化会館の存続」についてのお願い
9 月 17 日 不祥事等が発生した際は速やかに報道提供（プレスリリース）を行うことを求める要望書

全議員・市長・副市長・教育長及び議場に出席した全職員に写しを配布しました。

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

０
７
４
４
・
４
７
・
３
５
２
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
７
４
４
・
２
４
・
９
７
０
２

メ
ー
ル

ｇ
ｉ
ｋ
ａ
ｉ
＠
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
.ｋ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｈ
ａ
ｒ
ａ
.ｎ
ａ
ｒ
ａ
.ｊ
ｐ

ぎ か い の う ご き

視察・研修
日時 テーマ 視察先 参加者

7 月３日 公立校初のイエナプラン教育の実践について 広島県福山市 高橋圭一

7 月 23 日
「いこまち宣伝部」の取り組みについて
市の広報誌について

奈良県生駒市 矢追もと

7 月 26 日
「かわにし健幸マイレージ」事業の振り返りと後継事業の
展開について

兵庫県川西市 矢追もと

8 月 23 日
奈良県市議会議長会議員研修会

『自治体防災対策と議会・議員の役割』
奈良県奈良市

森下みや子、井ノ上剛、谷井宰
今井りか、高橋圭一、森本えみ
神田眞美、奥田英人

　

橿
原
市
議
会
議
員　

槇
尾
幸
雄
氏

が
、
令
和
6
年
9
月
20
日
に
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

　

槇
尾
氏
は
、
平
成
９
年
２
月
に
初

当
選
後
、
議
長
、
副
議
長
、
議
会
選

出
監
査
委
員
な
ど
の
重
要
ポ
ス
ト
を

歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年
２
月

に
は
７
期
目
の
当
選
を
果
た
さ
れ
、

市
議
会
議
員
と
し
て
市
政
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
橿
原
市
議
会
は
、
故
槇
尾

幸
雄
氏
の
ご
逝
去
を
悼
み
、
つ
つ
し

ん
で
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

槇
尾
幸
雄
議
員

  

ご
逝
去

議会の情報をもっと詳しく

ホームページ インターネット中継 会議録 かしはら市議会のいま
（バックナンバー）


